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Jabberエンドユーザのコンテンツ（CiscoWebexヘルプセンター）
Jabberクライアントの使用に関する情報は、https://help.webex.com/ld-n1uv5wq-CiscoJabber/Jabberか
ら確認できます。ヘルプセンターには、さまざまな Jabber機能を使用するための記事がありま
す。ヘルプセンターを使用して、個々の記事に関するフィードバックを提供したり、新しい記事

を要求したりすることができます。

ヘルプセンターでの検索には、製品、リリース、アクティビティ、オペレーティングシステム、

およびその他のカテゴリによって結果を絞り込むための一連のフィルターがあります。
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DownloadURLファイル要素は、Cisco Jabber for Macインストールファイルを参照します。更新
サーバのインストールファイルの名前は、この DownloadURLファイル要素の名前と一致するよ
うに変更する必要があります。

ユーザがクライアントを手動でインストールする場合は、手動インストールファイルをダウン

ロードすることもできます。

DSA署名を正常に完了させるには、特殊文字をエスケープするようにWebサーバを設定します。
たとえば、Microsoft IISでのオプションは Allow double spacingです。

Note

リリースの新機能 12.8(4)
このメンテナンスリリースには、安定性の向上が含まれます。

Jabberから Teamsへの移行ツール

12.8(3)以降でサポート

JabberユーザをWebex Teamsに移行する場合、Jabberユーザが連絡先と共通設定を移行するのに
役立つ新しい組み込みツールを使用できます。このツールの設定方法については、「Jabberの連

絡先と共通設定を Webex Teamsに移動するユーザの設定」を参照してください。エンドユーザ

は、連絡先の移動と Webex Teamsへの共通設定の読み取りを通して、このツールの使い方を学習

できます。

リリースの新機能 12.8(3)
このメンテナンスリリースには、問題の更新が含まれています。

リリースの新機能 12.8(2)
このメンテナンスリリースには、不具合の修正が含まれています。詳細については、「警告」の

セクションを参照してください。

リリースの新機能 12.8(1)
このメンテナンスリリースには、バグ修正のみが含まれています。詳細については、「警告リス

ト」を参照してください。

リリース 12.8の新機能

H-264高プロファイルサポート

H.264コーデックのハイプロファイルのサポートが追加されました。ハイプロファイルでは、既
にサポートされているベースラインプロファイルと同じビデオ品質を提供するため、使用される

帯域幅が小さくなります。
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デフォルトでは、Jabberはベースラインプロファイルを使用します。H264HighProfileEnableパラ
メータを使用すると、ハイプロファイルが有効になります。

Microsoft Office 2019サポート

Mac版 JabberのMicrosoft Office 2019デスクトップアプリケーションサポートを追加しました。

コールパーク機能のサポート

デスクトップクライアントのコールパーク機能のサポートを開始しました。以前のリリースでは、

モバイルクライアントでのみコールパークがサポートされました。

マルチラインの各回線の着信音の分離

マルチラインサポートが強化され、ユーザは設定された各回線に異なる着信音を割り当てること

ができます。一部の回線からの音声通知を使用しない場合は、新しいサイレント着信音を割り当

てることができます。

コラボレーションミーティングルームコントロールの更新

このリリースには、いくつかの新しい CMRコントロールが含まれています。

ホストは、会議の録画の一時停止や再開ができます

すべての参加者が次の操作を実行できます。

•カメラを使用している参加者を [参加者リスト]で確認します。

•ミーティングのリンクをコピーします。

•会議の詳細を表示するには、[ミーティング情報]アイコンを使用します。

プレゼンスステータス

[一般]設定に、プレゼンス情報の表示または非表示トグルを追加しました。ステータスの表示をオ
フにすると、ステータスは組織と共有されず、ステータスは表示されません。

音声デバイスの優先度

新しく登録された音声デバイスを最も高い優先順位に指定するか、現在の音声デバイスを引き続

き使用するかを選択できます。この、各音声デバイスを初めて登録するオプションは、Jabberで
のみ提供されます。そうでない場合、Jabberは、デバイスの優先度が一番高い利用可能なデバイ
スを使用します。

管理者は HeadsetPreferenceパラメータを使用して、この動作を指定します。デフォルトでは、新
しく登録されたデバイスが優先順位リストの一番上に置かれます。ただし、ユーザごとに、音声

設定でこのオプションを上書きできます。
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チームメッセージングモードのカスタム連絡先

Jabberチームメッセージモードの展開で、カスタム連絡先の作成、編集、および削除ができるよ
うになりました。

既存のカスタム連絡先とカスタム連絡先グループを Jabberチームのメッセージモードの展開に移
行します。移行では次のように動作します。

•表示名のないカスタム連絡先は、移行されません。

•共通アイデンティティ (CI)のユーザと一致する電子メールアドレスまたは電話番号を含むカ
スタム連絡先の場合、Jabberはカスタム連絡先を CIから通常の連絡先に変更します。連絡先
用にカスタマイズした情報は削除されます。

デスクトップクライアント上で作成したカスタム連絡先も、モバイルクライアントで使用できま

す。ただし、モバイルクライアントからカスタム連絡先を作成、編集、または削除することはで

きません。

Ciscoヘッドセットの新サポート

Ciscoヘッドセット 730シリーズの新しいサポートが追加されました。

[詳細設定]ダイアログには、一部のCiscoヘッドセットに固有の設定が動的に設定されています。
詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/products/collaboration-endpoints/headset-700-series/
index.htmlを参照してください。

送信されたボイスメッセージの表示

送信されたボイスメッセージを Jabberボイスメールボックスに表示する機能が追加されました。

この機能を有効にするには、管理者がCisco Unity Connection管理のメッセージ設定ページで、送
信済みメッセージ [保持期間（日数）]を設定する必要があります。

Webex Control Hubでの Jabber分析

このリリースノートでは、Jabberの展開に影響を与えるWebex Control Hubの新機能について説明
しています。これはControlHubの変更なので、どのような Jabberのリリースでもこの機能にアク
セスできます。

Note

導入環境でWebex Control Hubが設定されている場合は、コントロールハブを介して Jabber分析
にアクセスできます。この機能は、次の展開モードで使用できます。

•オンプレミスと完全な UC

•オンプレミスの IMのみ

•オンプレミスの電話専用

• JabberとWebex Messenger
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Jabber分析では、次のような、重要なパフォーマンス指標 (傾向含む)を提供します。

•アクティブユーザ

•メッセージが送信されました

• Jabberで作成または受信した通話

• Jabberのスクリーン共有

詳細については、Cisco Jabberの機能設定ガイドを参照してください。

要 件

Cisco Jabber要件

多くの Cisco Jabber要件は複数のクライアントタイプ間で共通です。クライアント固有の要件は
リリースノートに文書化されていて、他のすべての要件は Cisco Jabber用プランニングガイドに
文書化されています。

Mac版 Cisco Jabberのオペレーティングシステム

Mac版 Cisco Jabberは、次のオペレーティングシステムへインストール可能です。

• macOS Org.apache.catalina 10.15 (またはそれ以降)

• macOS Mojave 10.14 (またはそれ以降)

• macOS High Sierra 10.13 (またはそれ以降)

• macOS Sierra 10.12 (またはそれ以降)

デスクトップクライアントのハードウェア要件

Mac版 Cisco JabberWindows版 Cisco Jabber要件

2 GB RAM2 GB RAM搭載されている
RAM

1 GB128 MB物理メモリの空き

容量

300 MB256 MBディスクの空き容

量
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Mac版 Cisco JabberWindows版 Cisco Jabber要件

Intel Core 2 Duoもしくはそれ以降の次
のいずれの Appleハードウェアのプロ
セッサ

• iMac Pro

• MacBook Pro（Retina Displayモデル
を含む）

• MacBook

• MacBook Air

• iMac

• Mac Mini

AMDモバイル Sempronプロセッサ
3600+（2 GHz）

Intel Core 2 Duoプロセッサ T7400 @
2（16 GHz）

CPUの速度およ
びタイプ

該当なしMicrosoft Windows 7上の DirectX11GPU

USB2.0（USBカメラおよび音声デバイ
ス用）

USB 2.0（USBカメラおよび音声デ
バイス用）

I/Oポート

CTIでサポートされるデバイス

ユニファイドコミュニケーションマネージャで、コンピュータテレフォニーインテグレーショ

ン (CTI)でサポートされているデバイスのリストを表示するには、次のようにします。

1. シスコのユニファイドレポーティングページから、[システムレポート (System Reports )]メ
ニューから [ユニファイド CM電話機能リスト (ユニファイ CM Phone Feature List )]を選択し
ます。

2. レポートを開いた後、[機能]ドロップダウンリストから[CTI制御(CTI controlled)]を選択しま
す。

制限事項と制約事項

シングルナンバーリーチ

バージョン 8.10.Xよりも前のCisco TelePresence Video Communication Server Control（VCS）では、
編集可能な着信ルールを設定して、モバイルおよびRemote Accessで Cisco Jabberを使用するユー
ザ向けにシングルナンバーリーチを有効にする必要があります。詳細については、Cisco Jabber

12.0の機能構成ガイドのシングルナンバーリーチの有効化のセクションで制限を参照してくださ
い。

チャットをMicrosoft Outlookに保存

Outlook2016を使用すると、Outlookはチャットで送信された画像を保存しません。ただし、Outlook
では、チャットに絵文字が保存されます。
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アップグレード後のオーディオデバイスの設定

ユーザーがクライアントをアップグレードすると、選択しているオーディオデバイスのリセット

が発生します。この問題を解決するには、[オーディオ/ビデオ設定]ウィンドウでオーディオデバ
イスを設定します。CSCva48136はこの制限を文書に記載しています。

ウイルス対策

アンチウイルスソフトウェアを導入しているデバイス上の Cisco Unity Connectionにクライアント
が接続すると、ボイスメール接続で問題が発生する可能性があります。この問題を解決するには、

アンチウイルスソフトウェアの例外リストに Cisco Unity Connectionサーバー情報を追加します。

共通アイデンティティユーザ

共通アイデンティティに移行した一部のユーザのCisco Jabberへのサインインに関して既知の問題
があります。ユーザ名とパスワードの入力時に、不正なユーザ名またはパスワードという旨のエ

ラーメッセージが表示される場合、以下のナレッジベースの項目を参照してください。
https://cisco-support.webex.com/guest/articles/en_US/Troubleshooting/WBX000019555/myr=false

Ciscoユニファイドコミュニケーションマネージャ 11.0ユーザーのデバイス作成と設定

Ciscoユニファイドコミュニケーションマネージャ 11.0でユーザ用のデバイスを設定していると
きに、次のいずれかのようにキーの順序を指定できるようになりました。

• [RSA Only]

• [EC Only]

• [EC Preferred, RSA Backup]

ただし、Cisco JabberはEC Onlyのオプションをサポートしていません。これを選択すると、クラ
イアントはサーバへの接続に失敗します。

CTIの接続のための証明書の検証

Cisco Jabberは、CTI接続に証明書の検証を使用します。証明書の署名には、パブリック CA、ま
たはプライベート CAの使用をお勧めします。

自己署名証明書を使用して Cisco Unified Communications Managerに接続すると証明書検証で障害
が発生します。この問題を解決するには次のいずれかを行います。

•最初の証明書検証で失敗したときに無効な Cisco Unified Communications Managerの自己署名
証明書をユーザが承認すると、Cisco Jabberが信頼ストアにこの証明書を保存します。

•証明書導入管理アプリケーションを使用して、証明書をデプロイします。

Expressway Mobile and Remote Access

Expressway for Mobile and Remote Access展開の場合、オンライン証明書ステータスプロトコル
（OCSP）またはオンライン証明書失効リスト（CRL）を使用して証明書ステータスを確認すると
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き、Cisco Jabberが 5秒未満の応答時間が予想します。接続は、応答時間が 5秒を超えた場合、失
敗します。

オーディオまたはビデオ通話での Cisco Jabberを使用時のネットワーク切断

DSCPが有効な場合、MacOSでネットワークインターフェイスのドロップが断続的に発生すると
いう既知の問題があります。

この問題に遭遇した場合は、次の操作を実行します。

1. [Preferences] > [Calls ] > [Advanced]を選択します。

2. [Enable Differentiated Service for Calls]のチェックを外します。

Standard CTI Secure Connectionユーザグループ

Mac版 Cisco Jabberでは、現在、Transport Layer Security (TLS)経由での CTI接続をサポートして
いません。そのため、Mac版 Cisco Jabberユーザは、Standard CTI Secure Connectionユーザグルー
プに属するときに、CSFデバイスからデスクフォンに切り替えられなくなります。

エンタープライズグループの連絡先解決

Jabberは、エンタープライズグループ内の連絡先を一度に全てではなく、一度に 1つずつ解決し
ます。エンタープライズグループをユーザの連絡先リストに追加するか、または自分のローカル

キャッシュをクリアすると、最初は各ユーザのユーザ名とドメインのみが表示されます。その他

の情報は、次にマウスオーバーするか、人と対話するときに表示されます。

注意

警告では予期しない動作について説明します。次の各項では、最新情報の取得方法について説明

します。

バグの検索

ここに示されていないバグを検索するには、バグ検索ツールを使用します。

Procedure

Step 1 バグ検索ツールにアクセスするには、 https://tools.cisco.com/bugsearch/searchをクリックします。

Step 2 自分の Cisco.comのユーザ IDとパスワードでサインインします。

Step 3 特定の問題の情報を検索するには、[検索（Search for）]フィールドにバグ ID番号を入力してEnter
を押します。または、製品およびリリースで検索できます。
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バグの重大度レベル

既知の不具合またはバグには、不具合の優先度を示す重大度レベルが設定されています。これら

のリリースノートには次のバグタイプが含まれています。

•重大度レベル 1または 2のすべてのバグ

•重大度レベル 3の重要なバグ

•重大度レベル 6の機能拡張要求を除く、お客様が発見したすべてのバグ

説明重要度

ほぼ一般的な状況において、システム全体が機能不全に陥る、または主なサブ

システムの動作が停止する、またはネットワーク上の他の装置が妨害を受ける

が、回避策がありません。

1壊滅的
（Catastrophic）

重要な機能が使用できなくなり、回避策がありません。その他の機能および残

りのネットワークは正常に動作します。

2重大（Severe）

異例の状況で機能不全に陥るか、重要度の低い機能がまったく使用できなくな

ります。または、その他の機能不全に陥りますが影響を小さくする回避策はあ

ります。

ドキュメンテーションバグの最も高いレベル。

3中程度
（Moderate）

極めて異例の状況で機能不全に陥りますが、動作は基本的に特に操作しなくて

も回復します。ユーザは回避策を講じる必要はなく、パフォーマンスへの影響

は許容範囲内です。

4軽微（Minor）

システムの機能に対する悪影響はありません。5表面的
（Cosmetic）

新機能または機能改善に対する要求です。6機能強化
（Enhancement）

リリース 12.8(3)で解決済みの問題

見出し重大度Identifier

すべての SIP URIパターンを受け付けないMac版 Jabber3CSCvu89568

Jabberのチャットは、OSの設定に関係なく 24時間表示で時間
が表示されます

3CSCvv06604
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リリース 12.8(2)で解決済みの問題

見出し重大度Identifier

Jabber 12.8.1および 12.8.2は、MRA経由で電話サービスを取得
できません。

3CSCvu00490

JabberMacはアクティブなコールカウントをクリアしないため、
CUCMは、486を使用してさらなるコールを拒否します。

3CSCvu00496

リリース 12.8(1)の終了済みの問題

見出し重大度Identifier

MAC OS Mojaveおよび Catalinaの高 CPUを使用する Jabberプ
ロセス

3CSCvq52820

リリース 12.8で未解決の問題

見出し重大度Identifier

ホストを割り当てた後、CMR会議の [すべてミュート]オ
プションが機能しない

3CSCvs58600

リリース 12.8で解決済みの問題

見出し重大度Identifier

Jabberは、コードCONNECTION_TIMEOUT_ERRORに関
する問題があったユーザ一括クエリの再試行を停止しな

い。

3CSCvs48285

Jabberは、MRAを介したフェールオーバーシナリオのア
クセストークンを更新しない

3CSCvr12551

IMが無効になっている場合、Jabberは会話を開始するオ
プションをマスクする必要があります。

3CSCvr39510

[Jabberに参加]オプションが選択されているときに、[ミー
ティングの開始]でパーソナル会議室にダイヤルされる

3CSCvr42550

UKのキーボードの # (オプションキー + 3)を押した際、
Mac向けの Jabber 12.6.1/12.7がクラッシュした

3CSCvr44644

[Jabber 12.7ミーティング]を表示しても、ハイパーリンク
として表示される。

3CSCvr52618
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リリース 12.8(2)で解決済みの問題

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvu00490
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvu00496
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvq52820
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvs23062
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvs48285
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvr12551
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvr39510
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvr42550
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvr44644
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvr52618


見出し重大度Identifier

ユーザ IDが [再招待]で変更された場合、MAC版 Jabber
は BFCPを認証できない

3CSCvr82895

[画面の共有]アイコン上にマウスを移動すると、[画面の
共有]ボタンのタグに [ミーティングの開始]と表示される

3CSCvr87405

Mac Catalina Version 10.15の最初のインスタンスで Jabber
12.7の画面を共有できない

3CSCvr88304

リセットの実行時にMAC版 Jabberがクラッシュする3CSCvs05055

MAC版 Jabberを従来型から最新型のスタイルに切り替え
たときに、チャット履歴リストを読み込まない

3CSCvs06450

Jabberミーティング (MAC)からの招待をクリックすると
エラーが発生する

3CSCvs09317

Jabber MACで従来型 UXModelのパラメータが適用され
ていない

3CSCvs18528

MAC Abber設定で IMアカウントの設定に変更を加える
ときにログアウトされる jaberの IM 12 IMサービス

3CSCvs39539

Jabber 12.7.1 MACで、プリロードパラメータが trueに設
定されている場合、通知バッジがロードされない

4CSCvs51098
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https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvr82895
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvr87405
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvr88304
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvs05055
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvs06450
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvs09317
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvs18528
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvs39539
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvs51098
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